
参考資料

加入者光ファイバ接続料算定の考え方

１．基本的な考え方

・接続料は、実際にご利用いただいた設備に係るコストをご負担いただくものであり、実績原価方式が基本であると考えてお
りますが、現時点の実績原価は約９千円（平成18年度東西計）と、現行接続料（約５千円）を大幅に上回っている状況にあり
ます。

しかしながら、光サービスが本格的な拡大期に入った中で、光ブロードバンドをより一層多くの皆様にご利用いただけるよう、
今回の光ファイバ接続料の見直しでは、平成20年度から22年度までの3年間を算定期間とする将来原価方式を採用し、現
行の接続料算定ルールに基づき東西別に料金を算定しております。

Ｂフレッツの需要については、平成22年度末に1,140万契約（東西計で2,000万契約）を見込み、平成20年度から22年度まで
の接続料金については4,713円とし、現行の料金水準（5,074円）より約360円引き下げることとします。

なお、その後は可能な限り早期に実績原価方式へ移行する考えです。

２．主な前提条件

（1）需要

・Ｂフレッツは、平成22年度末に1,140万契約を見込み、芯線数については、装置への収容を効率的に行うことを前提としてお
ります。

・ダークファイバの芯線数については、接続事業者様の今後の営業戦略に依存することになるため、当社での予測に馴染ま
ないことから、Ｂフレッツ芯線数に対する割合が直近と同じ割合（約２割）と見込んでおります。
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（2）投資

・平成22年度末までに光提供エリアを拡大（平成18年度末：1,120ビル⇒平成22年度末：1,600ビル）し、当該エリアで必要とな
る芯線数に対応した最小限のケーブル敷設に必要な投資を見込んでいます。

（3）費用

・減価償却費は下記耐用年数に基づき、施設保全費等は平成18年度の実績をもとに毎年度の効率化（約３％）を織り込んで
おります。

（4）耐用年数

・光ファイバの耐用年数について、使用実態等を踏まえた年数として織り込んでおります。

現行10年⇒地下ケーブル21年、架空ケーブル15年、海底ケーブル13年

３．実績と予測の過不足分の調整

・今回採用した将来原価方式は、一定の予測に基づく算定方式です。実際の実績原価・需要は、今後のサービス・技術動向
や経済情勢、消費動向、さらには、接続事業者様の営業戦略等の影響を受けることから、構造上、予測との乖離が見込ま
れるものです。

したがって、将来原価方式を採用する場合には、こうした先々の変動要因によりコスト回収が過不足となるリスクを調整す
ることが不可欠であり、今回の接続料見直しでは、平成20年度から22年度までの算定期間内における過不足分を翌期以
降の接続料の原価に加えて調整することとしております。
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加入者光ファイバの１芯あたりコストの推移（東西計）

〔Ｈ１３～Ｈ１９〕

19,585円

17,193円19,421円

13,841円

9,827円

4,514円

3,226円
2,647円

8,915円

10,878円

13,791円

19,050円

（7,659円）
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現行接続料5,074円
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※今回のＨ２０～２２を算定
する際のＨ１９見込み
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加入者光ファイバの１芯あたりコスト見込みの推移（東日本）

〔Ｈ２０～Ｈ２２〕
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現行接続料5,074円

（円）

新接続料（3年平均） 4,713円

４



接続料の調整の一例

仮に算定期間3年分を翌期に調整するとした場合

過回収の場合（実績＜予測）未回収の場合（実績＞予測）

Ｈ２０年度～Ｈ２２年度 翌期以降Ｈ２０年度～Ｈ２２年度 翌期以降

翌期以降の
接続料原価

原価実績

未回収

５

調整額

原価実績

今回申請した接続料
に基づく収入実績

翌期以降の
接続料原価

過回収 調整額
今回申請した接続料
に基づく収入実績



（参考１） ＦＴＴＨとＡＤＳＬの料金はほぼ同水準

■日本の世帯数４割～５割を占めるマンションではＡＤＳＬより低料金。
■戸建てについてはほぼ同水準。

〔ＯＣＮを利用した場合〕 〔ぷららを利用した場合〕

6,990円

ＦＴＴＨＦＴＴＨ

戸建て向け
（１００Ｍ）

マンション向け
（１００Ｍ）

ＡＤＳＬＡＤＳＬ

6,900円

4,400円

ＡＤＳＬ
（４７Ｍ）

6,700円

4,050円

5,890円

ＦＴＴＨＦＴＴＨ

マンション向け
（１００Ｍ）

ＡＤＳＬ

戸建て向け
（１００Ｍ）

ＡＤＳＬ
（４７Ｍ）

電話／ひかり電話基本料

機器利用料等

NW利用料、ISP利用料

5,300円

500円

1,100円

OCN光
withフレッツ利用料

3,450円

500円

450円

OCN光
withフレッツ利用料

2,800円

540円

1,950円

1,700円

ISP
利用料

フレッツ・ADSL
利用料

5,100円

500円

1,100円

ぷらら光パック
withフレッツ利用料

3,100円

500円

450円

ぷらら光パック
withフレッツ利用料

2,800円

540円

850円

1,700円

フレッツ・ADSL
利用料

ISP
利用料

ＡＤＳＬ

・戸建て向け、マンション向けとも、ＦＴＴＨの方がＡＤＳＬより安価。 ・戸建て向けとＡＤＳＬの価格差は、800円/月程度。

・マンション向けはＦＴＴＨの方が安価。
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光サービスのユーザ料金は大幅に低廉化（参考２）

【戸建向け光サービスの月額料金推移】

（注）お客様はアクセスとＩＳＰ料金込みで、選択していることから、ＩＳＰ料金、屋内配線利用料及び回線終端装置利用料を含む合計額を記載。

（円）

10,000

ニューファミリータイプ （９，７８０円）

9,000

8,000

ハイパーファミリータイプ

（７，４８０円）

7,000

6,000

5,000

0

（７，６００円）

（７，８００円）

（７，４００円）

（６，６００円）

平成14年度～ 平成15年度～ 平成16年度～ 平成17年度～

ＮＴＴ東日本（@nifty）
Ｂフレッツ・ファミリータイプ （９，９００円）

ＴＥＰＣＯひかり・ホームタイプ

（６，４００円）

@nifty with Bフレッツ

（６，８００円）

（６，４００円）

平成20年1月

東京電力・ニフティ

（９，９００円）

@niftyひかりOneに名称変更

（６，３００円）
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（参考３） 諸外国と比べても低廉な光インターネット料金

東京 ニューヨーク デュッセルドルフ ソウル

6,200

21,171

4,507
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マンション
向け

戸建向け

3,100

12,879

0

500

1,000

左軸：月額料金
右軸：1Mbpsあたり料金

（円／月）

（円／月）

最大通信速度

マンション
向け

（出典）総務省「平成18年度電気通信サービスに係る内外価格差に関する調査」
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